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野
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子

は
 
じ
 
め
 
に

 
由
口
県
地
域
の
農
漁
村
で
は
、
 
「
ジ
ゲ
」
と
い
う
語
を
し
ば
し
ば
耳
に
す

る
。
た
と
え
ば
下
関
市
蓋
井
島
で
は
、
漁
業
協
同
組
合
の
事
務
所
か
ら
の
連

絡
を
聞
い
て
、
島
の
人
々
は
、
「
ジ
ゲ
カ
ラ
 
コ
ネ
ー
コ
ネ
ー
 
ユ
ー
 
ホ
ー

ソ
ー
ガ
 
ア
ッ
タ
。
」
と
言
う
。
ま
た
「
ジ
ゲ
シ
ゴ
ト
」
と
か
「
ジ
ゲ
ノ
イ
ソ

」
と
い
っ
た
語
も
た
び
た
び
聞
か
れ
る
。
 
「
ジ
ゲ
シ
ゴ
ト
」
と
は
、
道
路
工
事

や
小
学
校
の
校
舎
修
理
な
ど
へ
の
労
働
奉
仕
で
あ
り
、
「
ジ
ゲ
ノ
イ
ソ
」
と
は
、

漁
協
に
加
入
し
て
い
る
全
戸
が
、
共
同
で
海
藻
採
取
を
す
る
こ
と
を
言
う
。
収

穫
さ
れ
た
海
藻
は
全
戸
に
均
等
に
分
配
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
推
し

て
、
山
口
県
地
域
で
は
、
「
ジ
ゲ
」
と
は
村
落
共
同
体
そ
の
も
の
を
言
う
語
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
、
村
落
社
会
生
活
語
彙
中
に
重
要
な
位
置
を
し
め
る
一
語

と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

 
方
言
「
ジ
ゲ
」
に
触
発
さ
れ
て
、
文
献
上
に
「
地
下
」
の
語
義
を
た
ず
ね
て

み
る
と
、
時
代
と
と
も
に
そ
の
語
義
の
推
移
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。

平
安
時
代
の
「
地
下
」
か
ら
、
今
日
の
方
言
「
ジ
ゲ
」
に
は
、
ど
の
よ
う
な
推

移
の
あ
と
が
た
ど
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
の
よ
う
に
語
義
を
推
移
せ

し
め
た
事
情
は
、
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
ま
ず
今
日
の
方
言
「
ジ
ゲ
」
．
の
意
義
用
法
と
、
そ
の
分
布
状
況
と
を
探
り
、

そ
の
後
に
、
管
見
に
入
る
範
囲
の
文
献
に
、
 
「
ジ
ゲ
」
の
語
義
を
求
め
て
、
語

義
を
推
移
せ
し
め
る
事
情
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

一、

綷
ｾ
「
ジ
（
ヂ
）
ゲ
」
の
意
義
用
法
と
そ
の
分
布

1 
『
全
国
方
言
辞
典
」
に
は
「
ジ
ゲ
」
を
「
自
分
の
住
ん
で
い
る
部
落
町
村
」

と
説
明
し
て
い
る
が
、
山
口
県
の
農
漁
村
地
域
で
も
、
た
し
か
に
そ
の
よ
う
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご
あ
ざ

意
味
あ
い
で
用
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
生
ま
れ
た
小
字
内
に
嫁
す
と
、
 
「
ジ

ゲ
カ
ラ
 
ジ
ゲ
ニ
 
ョ
メ
イ
ッ
タ
。
」
と
言
う
。
ま
た
「
ジ
ゲ
ジ
ャ
ー
 
ソ
ネ

ー
ン
 
コ
タ
ー
 
シ
マ
セ
ン
。
」
 
（
こ
の
集
落
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
し
ま
せ

ん
。
）
 
（
山
口
市
古
熊
）
な
ど
と
聞
く
こ
と
も
多
い
。
 
こ
の
よ
う
に
、
「
ジ

ゲ
」
と
呼
ば
れ
る
集
落
の
大
き
さ
は
一
定
し
て
い
な
い
。
大
字
も
小
字
も
、

と
き
に
は
数
戸
程
度
の
隣
保
班
で
あ
る
「
ゴ
グ
ミ
」
・
「
ゴ
ニ
ン
グ
ミ
」
・
「

ク
ミ
ウ
チ
」
・
「
コ
ー
ウ
チ
」
も
、
そ
れ
ぞ
れ
場
面
に
応
じ
て
「
ジ
ゲ
」
と
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オ
 
ジ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
ズ
ミ
ツ

現
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
下
関
市
宇
部
（
藩
王
司
村
内
）
の
居
住
者
が
、
員
光
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（
旧
王
司
村
内
）
の
人
に
「
ジ
ゲ
ジ
ャ
ー
 
コ
ネ
ー
コ
ネ
ー
 
イ
ー
マ
ス
。
」
と

．
言
う
時
の
ジ
ゲ
は
小
字
の
宇
部
を
さ
し
て
い
る
。
一
方
、
話
の
場
面
い
か
ん
に

よ
っ
て
は
、
旧
王
司
村
全
体
を
さ
し
て
、
「
ジ
ゲ
」
と
言
う
之
と
も
あ
る
。

山
口
市
平
井
指
手
で
は
、
指
手
集
落
全
体
も
「
ジ
ゲ
」
で
あ
る
が
、
指
手
集
落

内
の
隣
保
班
ゴ
ニ
ン
グ
滅
も
ま
た
、
 
「
ジ
ゲ
」
と
理
解
把
握
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
大
字
以
上
の
地
域
t
郡
・
市
町
村
な
ど
一
を
ジ
ゲ
と
呼
ぶ
こ
と

は
（
日
常
生
活
の
中
で
共
同
体
と
意
識
す
る
こ
と
は
）
、
山
口
県
地
域
で
は
ま

ず
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

 
諸
地
点
の
方
々
の
教
示
を
総
合
す
る
と
、
 
「
ジ
ゲ
」
と
は
地
域
生
活
上
密
接

な
関
係
の
あ
る
．
人
々
1
土
地
人
ど
う
し
と
い
う
連
帯
感
に
結
ば
れ
る
人
々

i
の
住
ん
で
い
る
地
域
内
を
言
う
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

生
活
共
同
体
と
し
て
存
立
し
て
い
る
小
地
域
社
会
が
「
ジ
ゲ
」
で
あ
る
。
し
か

も
そ
れ
は
、
さ
き
の
『
全
国
方
言
辞
典
』
の
説
明
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
原

 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

則
と
し
て
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
小
地
域
社
会
を
言
う
語
で
あ
る
。
限
定
言
な

し
に
「
ジ
ゲ
ジ
ャ
ー
…
…
。
」
と
言
う
時
に
は
、
常
に
「
我
々
の
」
と
い
う
意

味
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
語
の
持
つ
一
特
性
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
「

と
き
に
は
、
 
「
ア
ン
タ
ノ
 
ジ
ゲ
ジ
ャ
ー
」
と
か
、
 
「
オ
マ
エ
ン
 
ト
コ
ノ

ジ
ゲ
ジ
ャ
ー
」
の
よ
う
に
、
指
示
語
を
冠
し
て
、
相
手
方
の
集
落
を
さ
す
こ
と

も
あ
る
と
い
う
が
（
筆
者
は
自
然
傍
受
で
は
こ
の
用
法
の
も
の
を
聞
き
得
て
い

な
い
）
、
こ
れ
は
相
手
に
身
を
寄
せ
て
の
発
言
で
あ
ろ
う
か
。

 
こ
の
よ
う
な
用
法
が
一
般
的
な
中
で
、
萩
市
島
島
で
は
や
や
異
色
を
見
せ
て
、

島
の
中
心
部
を
「
ジ
ゲ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
 
「
ジ
ゲ
ニ
 
イ
ク
。
」
と
言
え

ば
、
萩
市
役
所
の
支
所
の
あ
る
、
島
の
中
心
部
に
出
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
「
ジ
ゲ
ナ
カ
ニ
 
イ
ク
。
」
と
も
言
う
。
島
の
中
心
部
を
言
う
「
ジ
ゲ
」

は
「
ジ
ゲ
ナ
カ
」
の
省
略
形
か
と
も
考
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
ま
た
、
「
ジ
ゲ
」
の

中
心
す
な
わ
ち
「
ジ
ゲ
」
と
、
語
の
用
法
の
展
開
し
た
も
の
か
と
も
察
せ
ら
れ

る
。 

「
ジ
ゲ
」
に
は
第
二
に
、
 
「
私
」
に
対
す
る
「
公
」
の
意
義
が
認
め
ら
れ

る
。
集
落
内
の
ヨ
リ
ア
イ
で
決
定
さ
れ
た
こ
と
が
各
戸
に
伝
え
ら
れ
る
と
、
人

々
は
、
 
「
ジ
ゲ
カ
ラ
 
ユ
ー
テ
キ
タ
。
」
と
言
う
（
下
関
市
の
湿
半
村
域
・
大

島
郡
大
島
町
な
ど
）
。
こ
の
時
の
ジ
ゲ
に
は
、
集
落
の
総
意
と
い
っ
た
意
味
あ
い

が
あ
る
。
ま
た
道
路
工
事
や
、
氏
神
の
参
道
の
清
掃
な
ど
の
、
共
同
体
へ
の
無

賃
労
働
奉
仕
は
、
「
ジ
ゲ
シ
ゴ
ト
」
と
か
「
ジ
ゲ
ノ
シ
ゴ
ト
」
と
言
わ
れ
る
。
部

落
共
有
の
山
林
は
ジ
ゲ
ヤ
マ
で
あ
り
、
部
落
共
有
の
建
物
は
ジ
ゲ
ノ
タ
テ
モ
ノ

と
言
わ
れ
る
。
萩
市
見
島
で
、
 
「
ジ
ゲ
ミ
チ
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
ア
ゼ
ミ
チ

ヤ
マ
ミ
チ
・
カ
ッ
テ
ミ
テ
な
ど
の
私
道
に
対
す
る
公
道
の
こ
と
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
お
や
け

 
小
地
域
社
会
の
生
活
に
お
い
て
は
、
 
「
公
」
と
は
す
な
わ
ち
集
落
社
会
の

こ
と
で
あ
る
が
、
蓋
井
島
で
は
、
漁
業
協
同
組
合
も
ま
た
「
ジ
ゲ
」
と
理
解
さ

れ
て
い
る
。
組
合
事
務
所
か
ら
の
連
絡
を
、
 
「
ジ
ゲ
カ
ラ
 
コ
ネ
ー
コ
ネ
ー

ユ
ー
 
ホ
ー
ソ
ー
ガ
 
ア
ッ
タ
。
」
ど
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
は
じ
め
に
述
べ

た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
漁
協
の
二
丁
や
網
の
修
理
な
ど
の
た
．
め
に
、
組
合
員

が
均
等
に
労
力
奉
仕
を
す
る
こ
と
は
、
 
「
ジ
ゲ
ノ
ヤ
ク
メ
ニ
 
デ
ル
」
の
で
あ

り
、
各
人
の
自
由
な
海
藻
刈
り
を
「
パ
ラ
ノ
イ
ソ
」
と
言
う
の
に
対
し
て
、
組

合
員
の
共
同
作
業
と
し
て
の
海
藻
刈
り
は
「
ジ
ゲ
ノ
イ
ソ
」
で
あ
る
。
一
島
三

九
戸
の
大
部
分
が
漁
協
に
加
入
し
て
い
る
こ
の
島
で
は
、
漁
協
が
島
の
生
活
の

中
心
に
な
っ
て
い
る
。
市
役
所
の
出
張
所
と
し
て
の
業
務
も
、
漁
協
事
務
所
内

で
行
な
わ
れ
て
い
る
現
状
で
は
、
漁
協
一
1
公
1
ー
ジ
列
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
自
然
で
あ
る
。
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「
ジ
ゲ
」
に
は
第
三
に
、
 
「
わ
が
集
落
の
土
着
の
人
」
と
、
人
を
さ
す
用
法

が
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
「
ジ
ゲ
ノ
シ
（
地
下
の
衆
）
」
や
「
ジ
ゲ
ノ
モ
ノ

」
が
省
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
地
点
で
は
他
地
か
ら
の
移
住
者
で

も
、
居
住
者
は
す
べ
て
「
ジ
ゲ
」
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
土
地
ッ
子
だ

け
が
ジ
ゲ
で
あ
る
と
す
る
地
点
も
わ
ず
か
な
が
ら
あ
る
（
豊
浦
郡
豊
北
町
田
耕

な
ど
）
。
ま
た
居
住
者
す
な
わ
ち
「
ジ
ゲ
」
で
あ
る
が
、
近
年
家
を
建
て
て
転

住
し
て
き
た
非
農
家
世
帯
は
、
ジ
ゲ
・
ジ
ゲ
ノ
シ
と
は
考
え
て
い
な
い
と
い
う

地
点
も
あ
っ
た
（
下
関
市
吉
見
妙
寺
町
な
ど
）
。
集
落
共
同
体
の
一
員
と
実

感
で
き
る
人
々
で
な
け
れ
ば
、
ジ
ゲ
ノ
シ
と
は
認
め
が
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
他
地
か
ら
嫁
し
た
女
性
で
、
日
ご
ろ
「
ジ
ゲ
ノ
モ
ン
」
の
中
に
数
え
ら
れ
て

い
る
者
で
も
、
た
と
え
ば
盆
踊
り
の
折
の
、
差
す
手
引
く
足
が
い
く
ら
か
違

う
よ
う
な
時
、
土
地
人
達
は
、
「
ア
リ
ャ
ー
 
ジ
ゲ
ジ
ャ
 
ナ
イ
カ
ラ
 
ノ

ー
。
」
な
ど
と
言
う
こ
と
も
あ
る
（
下
関
市
宇
部
）
。
わ
ず
か
の
違
和
感
に
も

人
は
す
ぐ
に
ヨ
ソ
モ
ノ
を
意
識
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

 
人
を
さ
し
て
、
「
ア
リ
ャ
ー
 
ジ
ゲ
ジ
ャ
カ
ラ
 
ノ
ー
。
」
と
言
っ
た
り
、

他
郷
に
暮
ら
す
同
郷
人
が
、
お
互
い
を
「
オ
ナ
ジ
 
ジ
ゲ
ジ
ャ
ケ
 
刀
i
。
」

（
大
島
郡
大
島
町
）
な
ど
と
言
う
時
に
は
、
親
近
感
と
連
帯
感
と
が
こ
め
ら
れ

て
い
る
が
・
そ
の
一
方
に
は
、
「
ヨ
ソ
モ
Z
」
や
「
タ
引
ノ
ヨ
メ
ジ
ョ
」
 
（
他
地

か
ら
嫁
し
て
き
た
女
性
-
山
口
県
西
部
域
で
言
う
ー
ー
）
を
と
か
く
排
し
が

ち
な
生
活
心
情
も
あ
る
。

 
是
非
は
別
と
し
て
、
方
言
人
の
他
者
把
握
が
、
「
ジ
ゲ
ノ
モ
ノ
」
と
「
ヨ
ソ
モ

ノ
」
と
で
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
地
域
生
活
者
と
し
て
は
、
も
っ
と
も
素

朴
な
、
か
つ
確
実
な
隣
人
把
握
で
は
あ
る
ま
い
か
。
素
朴
な
方
言
人
ど
う
し
の

話
し
こ
と
ば
に
は
、
「
庶
民
」
と
か
「
民
衆
」
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
上
か
ら
見
下

「
ジ
（
ヂ
）
ゲ
」
の
語
史
 
1
そ
の
語
義
の
推
移
に
つ
い
て
の
一
考
察
一

し
た
よ
う
な
表
現
は
な
い
。
 
（
余
談
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
ザ
イ
カ
タ
と
ウ

ラ
カ
タ
ー
農
家
と
漁
家
一
と
い
っ
た
、
生
業
に
よ
る
隣
人
把
握
も
あ
る
。
）

 
以
上
、
山
口
県
地
域
に
お
け
る
ジ
ゲ
の
意
義
・
用
法
を
み
て
き
た
。
こ
の
語

は
、
今
日
も
県
内
各
地
で
聞
か
れ
る
と
は
い
え
、
そ
の
使
用
者
は
ほ
ぼ
中
年
以

上
の
人
々
に
限
ら
れ
て
い
る
。
青
少
年
層
で
は
、
理
解
は
し
て
い
て
も
自
ら
使

用
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
言
う
。
集
落
の
小
共
同
体
的
な
性
格
や
、
そ
こ
に

生
活
す
る
人
々
の
連
帯
意
識
が
Y
急
速
に
失
わ
れ
よ
う
と
す
る
今
日
、
「
ジ
ゲ
」

と
い
う
語
は
、
日
常
生
活
の
中
で
の
使
用
場
面
を
次
第
に
失
っ
て
衰
退
の
道
を

た
ど
る
か
に
み
え
る
。

 
と
こ
ろ
で
「
ジ
ゲ
ノ
シ
」
・
「
ジ
ゲ
ノ
モ
ノ
」
と
な
ら
ん
で
、
 
「
ジ
ノ
ヒ
ト

」
・
「
ジ
ノ
モ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
が
用
い
ら
れ
て
い
る
所
も
あ
る
。
豊
浦
郡

豊
北
町
為
過
な
ど
で
は
、
 
「
ジ
ゲ
ノ
モ
ン
」
は
古
く
か
ら
の
こ
と
ば
で
あ
り
、

「
ジ
ノ
モ
ノ
」
は
新
し
い
こ
と
ば
と
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
山
口
市
平
井
や
美

祢
市
伊
佐
な
ど
で
は
、
 
「
ジ
ゲ
ノ
シ
」
は
そ
の
集
落
の
居
住
者
を
言
い
、
 
「
ジ

ノ
ヒ
ト
」
は
土
着
の
人
を
言
う
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
下
関
市
の
北

浦
地
域
や
周
防
大
島
な
ど
で
も
同
様
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
ジ
ゲ
ノ
モ

ノ
」
、
 
「
ジ
ノ
モ
ノ
」
と
い
っ
た
、
人
間
を
地
域
社
会
と
の
結
び
つ
き
で
言
う

語
が
、
次
第
に
衰
退
の
道
を
た
ど
っ
て
い
る
事
情
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

注

（
1
）
こ
れ
ま
で
の
自
然
傍
受
調
査
で
「
ジ
ゲ
」
を
聞
い
た
諸
地
点
は
左
の

と
お
り
で
あ
る
。

 
a
、
萩
市
見
島
（
ハ
ギ
シ
ミ
シ
マ
）

 
b
、
萩
市
相
島
（
ハ
ギ
シ
ァ
イ
シ
マ
）
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、

 
c
、
阿
武
郡
川
上
村
（
ア
ブ
グ
ン
カ
ワ
カ
ミ
ム
ラ
）

d
、
下
関
市
蓋
井
島
（
シ
モ
ノ
セ
キ
シ
フ
タ
オ
イ
ジ
マ
）

 
e
、
下
関
市
吉
見
妙
寺
町
（
シ
モ
ノ
セ
キ
シ
ヨ
シ
ミ
ミ
ョ
ー
ジ
チ
ョ
ー
）

 
f
、
山
口
市
平
川
神
郷
（
ヤ
マ
グ
チ
シ
ヒ
ラ
カ
ワ
ジ
ン
ゴ
ー
）

 
9
、
防
府
市
野
島
（
ホ
ー
プ
シ
ノ
シ
マ
）

（
2
）
そ
の
地
の
御
出
身
の
諸
氏
よ
り
「
ジ
ゲ
」
の
用
法
を
御
教
示
い
た
だ

い
た
二
地
点
と
教
示
者
御
芳
名
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。
敬
称
は
省
略
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
以
下
こ
れ
に
な
ら
う
。

 
a
、
阿
武
郡
地
域
（
ア
ブ
グ
ン
）
 
波
多
放
彩

 
b
、
阿
武
郡
須
佐
町
（
ア
ブ
ク
ン
ス
サ
チ
ョ
ー
）
 
松
尾
龍

 
c
、
豊
浦
郡
豊
北
町
田
耕
（
ト
ヨ
ウ
ラ
グ
ン
ホ
ー
ホ
ク
チ
ョ
ー
タ
ス
キ
）

 
 
 
三
浦
敦
子

 
d
、
下
関
市
吉
見
妙
寺
町
（
シ
モ
ノ
セ
キ
シ
ョ
シ
ミ
ミ
ョ
ー
ジ
チ
ョ
ー
）

 
 
 
中
野
究

 
e
、
下
関
市
宇
部
東
町
（
シ
モ
ノ
セ
キ
シ
ウ
ベ
ヒ
ガ
シ
マ
チ
）
 
中
野
伍

 
 
 
郎

 
f
、
下
関
市
清
末
町
（
シ
モ
ノ
セ
キ
シ
キ
ヨ
ス
エ
チ
ョ
ー
）
 
隅
田
悟
郎

 
9
、
美
祢
市
伊
佐
町
（
ミ
ネ
シ
イ
サ
チ
ョ
ー
）
 
野
原
梅
子

 
h
、
美
祢
郡
秋
芳
二
大
字
画
万
（
ミ
刻
グ
ン
シ
ュ
ー
ホ
ー
チ
．
一
1
引
ア

 
 
 
ザ
カ
マ
）
 
杉
山
美
紀
子

 
i
、
山
口
市
平
井
指
手
（
ヤ
マ
グ
チ
シ
ヒ
ラ
イ
サ
シ
デ
）
 
白
木
進

 
一
、
山
口
市
古
熊
（
ヤ
マ
グ
チ
シ
フ
ル
ク
マ
）
 
星
祥
子

 
k
、
防
府
市
（
ホ
ー
プ
シ
）
 
岡
田
政
代

 
1
、
大
島
郡
大
島
町
（
オ
ー
シ
マ
グ
ン
オ
ー
シ
マ
チ
ョ
ー
）
 
岩
本
常
一

2 
「
ジ
ゲ
」
と
い
う
語
は
今
日
衰
退
の
状
況
に
あ
る
が
、
九
州
に
お
け
る
使
用

状
況
に
比
較
す
る
と
、
山
口
県
地
域
の
老
・
申
年
層
で
は
、
今
日
も
か
な
り
よ

く
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
状
況
は
藩
制
期
以
来
の
伝
統
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

 
『
防
長
風
土
注
進
案
」
、
は
、
萩
山
が
天
保
期
に
藩
内
全
域
の
町
村
か
ら
差
出

さ
せ
た
村
政
地
誌
の
明
細
書
で
あ
る
が
、
こ
の
申
に
は
、
 
「
地
下
～
」
と
い
う

語
が
頻
出
す
る
。
た
と
え
ば
、
 
『
小
郡
宰
判
風
土
注
進
案
』
申
の
「
上
中
郷
誌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
 
 
 
 
ロ
メ
ガ
 
 
く
だ
ロ
を
 
ロ
だ
 
 
サ
ち
き
レ
ロ
く
く

」
を
見
て
も
、
「
…
…
右
之
石
駅
伝
下
中
か
つ
き
に
し
て
上
納
仕
祭
事
相
調
来

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

り
候
所
…
…
。
」
 
（
寛
政
七
卯
）
と
か
、
 
「
社
入
礼
物
等
ハ
地
下
小
貫
米
之
内

汐
出
申
候
。
」
 
（
慶
長
拾
四
年
）
な
ど
の
記
録
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
あ
ら
わ
れ

る
。
昭
和
四
十
一
年
に
活
字
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
防
長
風
土
注
進
案
」
第

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
き
ま
い

二
十
二
巻
『
用
語
解
説
篇
』
中
に
は
、
 
「
地
下
置
米
（
自
治
的
な
相
互
扶
助

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
つ
な
ぎ

の
備
荒
貯
蓄
米
）
」
・
「
地
下
小
貫
 
（
郡
村
入
費
の
補
足
と
し
て
徴
収
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
ぶ
し
ん

租
米
）
」
・
「
地
下
普
請
（
地
方
費
で
負
担
す
る
井
手
・
軍
需
・
建
築
な
ど
の

 
 
 
 
 
 
 
 
ふ

諸
工
事
）
」
・
「
地
下
夫
（
開
作
・
河
川
工
事
等
々
の
諸
般
の
土
工
に
使
う
地
元

 
 
 
 
 
 
 
 
た
ず
ね

人
夫
）
」
・
「
地
下
尋
 
（
新
田
開
発
な
ど
の
際
に
、
地
下
総
百
姓
の
民
意
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
ま

問
う
こ
と
）
」
・
「
地
下
暇
（
農
民
に
対
す
る
特
別
の
際
の
離
村
許
可
）
」
・

「
地
下
役
人
（
村
落
の
自
治
制
に
も
と
つ
く
役
人
）
」
・
「
地
下
山
（
部
落
共

有
林
）
」
な
ど
の
諸
語
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

 
藩
政
期
に
こ
の
よ
う
に
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
今
日
の
方
言
「
ジ
ゲ
」

の
根
強
さ
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
一
方
、
『
福
岡
県
史
資
料
」

（
名
著
出
版
、
昭
和
四
十
七
年
刊
）
や
、
『
福
岡
県
史
」
 
（
福
岡
県
、
昭
和
四
十

年
刊
）
な
ど
に
は
、
筆
者
は
今
の
と
こ
ろ
「
地
下
～
」
と
い
う
語
を
見
出
し
得
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て
い
な
い
。

3 
全
国
的
に
は
、
 
「
ジ
ゲ
」
は
ど
の
よ
う
に
分
布
し
、
ど
の
よ
う
な
生
き
ざ
ま

を
見
せ
て
い
よ
う
か
。
「
綜
合
日
本
民
俗
語
彙
』
に
は
、
「
東
海
地
方
か
ら
西

に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
」
と
あ
る
。
以
下
に
記
す
の
は
、
筆
者
が
各
地
の
出

身
者
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
が
均
質
的
で
な
い
う
ら
み

は
ま
ぬ
が
れ
な
い
が
、
西
日
本
地
域
の
、
お
お
よ
そ
の
状
況
を
ご
謡
い
た
だ
け

る
か
と
思
う
。

 
ア
イ
チ
ケ
ン
チ
ク
シ
ミ
ナ
ミ
カ
ス
ヤ
（
一
）
 
 
 
 
 
 
 
 
i

 
愛
知
県
知
多
市
南
粕
谷
で
は
、
今
日
も
「
ジ
ゲ
」
は
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ざ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
大
字
集
落
を
さ
す
。
ジ
ゲ
ヤ
マ
（
地
下
山
）
・
ジ
ゲ

イ
ヶ
（
地
下
池
）
・
ジ
ゲ
ヤ
ク
 
（
集
落
の
た
の
労
働
奉
仕
）
な
ど
の
語
も
あ

る
。
ジ
ゲ
ノ
シ
ュ
ー
然
ジ
ゲ
ノ
シ
（
地
下
の
衆
）
は
か
っ
て
は
土
着
人
を
言
っ

た
が
、
当
節
で
は
、
十
年
以
上
も
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
は
ジ
ゲ
ノ
シ
と
も
て

な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
ス
刈
（
2
）
 
 
1
一

 
能
登
の
珠
洲
で
は
「
ジ
ゲ
」
と
い
う
語
も
あ
る
が
Y
集
落
を
さ
し
て
は
「
オ

ラ
カ
タ
」
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

 
近
畿
地
方
に
お
け
る
分
布
状
況
は
き
だ
か
で
は
な
い
が
、
た
と
え
ば
三
重
県

 
 
 
 
 
（
3
）
 
 
 
 
 
一

鈴
鹿
町
江
島
町
で
は
、
ジ
ゲ
・
ジ
ゲ
ヤ
マ
な
ど
は
聞
か
な
い
。
土
着
者
を
さ
し

て
は
「
ジ
ー
ノ
モ
ン
」
・
「
ジ
ー
ノ
ヒ
ト
」
と
言
う
。
『
柳
田
国
男
集
』
第
十
巻
に

は
、
南
区
の
熊
野
大
島
の
樫
野
村
で
は
、
氏
神
を
ま
つ
っ
た
山
の
麓
の
川
が
ヂ

ゲ
の
川
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
人
々
は
そ
こ
で
手
と
口
と
を
清
め
な
け
れ
ば
、
登

る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
と
あ
る
。
 
（
「
日
本
の
祭
」
）
す
な
わ
ち
、
ヂ
ゲ
の
川

は
神
域
と
人
里
と
を
境
す
る
川
で
、
「
ヂ
ゲ
」
は
人
域
を
意
味
し
て
い
る
。
方

言
人
た
ち
が
そ
の
生
活
に
即
し
て
、
自
在
に
語
義
を
拡
充
展
開
さ
せ
る
様
が
こ

「
ジ
（
ヂ
）
ゲ
」
の
語
史
 
一
そ
の
語
義
の
推
移
に
つ
い
て
の
一
考
察
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
4
）

こ
に
見
．
ら
れ
る
。
近
畿
で
も
、
中
国
地
方
に
近
い
姫
路
市
で
は
、
田
舎
の
老
人

か
ら
「
ジ
ゲ
ノ
ヒ
ト
」
パ
土
地
人
）
と
い
う
語
を
聞
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
ニ
ワ
グ
ン
オ
チ
ア
イ
チ
ヨ
な
タ
 
ラ

 
中
国
地
方
の
、
岡
山
県
中
部
山
間
地
、
真
庭
郡
落
合
町
田
原
で
は
、
 
「

ジ
ゲ
」
は
今
日
単
一
形
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、
 
「
ジ
ゲ
ノ
モ

ン
（
土
着
者
）
」
・
「
ジ
ゲ
ノ
ヤ
マ
」
・
「
ジ
ゲ
ノ
シ
ゴ
ト
」
な
ど
の
複
合
語

は
、
六
〇
才
以
上
の
人
々
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
さ
い
、
 
「
ジ
ゲ

 
 
 
あ
ぎ

」
は
大
字
集
落
を
意
味
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
タ
グ
ン
ニ
タ
ヂ
ヨ
ー
オ
ー
ア
ザ
カ
ミ
ア
イ
フ
ク
ハ
ラ
（
6
）

 
島
根
県
東
部
山
間
の
仁
多
郡
仁
多
町
大
字
上
阿
井
福
原
で
は
、
農
村
集
落

が
「
ジ
ゲ
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
マ
チ
ヤ
（
町
屋
）
」
に
「
中
心
地
」
と
い
っ

た
語
感
が
あ
る
の
と
は
対
照
的
に
、
〃
さ
び
し
い
田
舎
”
と
い
っ
た
語
感
を
持

っ
て
い
る
。
 
「
ジ
ゲ
ノ
シ
」
は
土
着
者
を
言
う
。

 
 
 
 
オ
ー
ミ
シ
マ
ヒ
ガ
イ
（
7
）

 
愛
媛
県
大
三
島
肥
海
で
は
、
三
六
〇
戸
の
肥
海
集
落
全
体
を
「
ジ
ン
ゲ
」
と

考
え
て
い
る
。
 
「
ジ
ン
ゲ
ジ
ュ
ー
 
マ
イ
ア
ル
ク
。
」
と
か
「
ジ
ン
ゲ
イ
チ
バ

ン
ノ
 
…
…
。
」
と
い
っ
た
用
法
が
お
も
で
、
 
「
ジ
ン
ゲ
ノ
シ
」
と
か
「
ジ
ン

・
ゲ
ノ
シ
ゴ
ト
」
な
ど
の
言
い
か
た
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
8
）
 
 
 
 
 
 
 
 
1

 
九
州
で
は
大
分
県
の
海
岸
域
が
い
く
ら
か
「
ジ
ゲ
」
を
言
う
が
、
申
国
地
域

ほ
ど
盛
ん
で
は
な
い
。
 
『
大
分
県
方
言
の
研
究
』
 
（
三
ケ
尻
浩
著
 
昭
和
十
四

 
 
 
 
 
 
 
ア
マ
ベ
グ
ン

年
刊
）
に
は
、
北
海
部
郡
と
南
海
部
郡
と
に
分
布
す
る
と
あ
る
。
今
日
も
南
海

 
 
 
 
 
じ
げ

部
郡
に
は
「
地
下
」
と
い
う
部
落
名
が
あ
り
、
ま
た
同
郡
に
は
「
ジ
ゲ
で
い
ち

ば
ん
評
判
娘
…
…
。
」
と
い
う
甘
く
ど
き
歌
も
あ
る
と
い
う
か
ら
、
か
っ
て
は

か
な
り
よ
く
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
ろ
う
。
今
日
で
も
と
き
お
り
耳
に
す
る
こ
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オ
ー
ニ
ユ
ー
ジ
マ
 
 
 
 
 
あ
ぎ

ぱ
で
、
漁
村
で
聞
く
こ
と
が
多
い
。
佐
伯
市
大
入
島
で
は
、
小
字
内
を
「
ジ

ゲ
」
と
考
え
て
い
る
が
、
大
字
程
度
を
「
ジ
ゲ
」
と
考
え
て
い
る
地
点
も
あ
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、

る
。
ま
た
大
入
島
で
は
、
小
字
の
中
心
部
を
ジ
ゲ
と
理
解
し
て
い
る
人
も
あ

る
。
こ
れ
は
萩
市
賢
島
に
お
け
る
用
法
と
共
通
し
て
い
る
。
 
（
大
分
県
内
で
は

「
ヂ
ゲ
」
か
「
ジ
ゲ
」
か
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
今
は
「
ジ
ゲ
」
と
し
て
お

く
。
）

 
福
岡
県
地
域
で
は
、
筑
前
東
北
域
と
豊
前
と
に
、
土
着
者
を
「
ジ
ゲ
ノ
シ
」

 
 
 
-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
9
）
 
ミ
ヤ
コ
グ
ン

・
「
ジ
ゲ
ノ
モ
ン
（
ジ
ゲ
ノ
モ
ン
）
」
と
言
う
地
点
が
ま
れ
に
あ
る
。
京
都
郡

ノ
“
フ
ナ
ガ
ム
ラ
 
 
 
 
 
 
一

延
永
村
で
は
、
ジ
ゲ
・
ジ
ゲ
ヤ
マ
も
言
う
が
、
他
の
地
点
で
は
、
土
着
者
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
0
）

言
う
用
法
の
み
で
存
立
し
て
い
る
。
筑
後
域
で
は
今
日
 
「
ジ
ゲ
」
 
は
聞
か
れ

な
い
が
、
 
『
は
ま
お
き
』
 
（
久
留
米
藩
の
儒
者
、
野
崎
教
景
編
。
天
保
年
間
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぢ
げ

に
は
、
 
「
ぢ
け
i
我
住
す
る
所
を
い
ふ
自
家
な
る
べ
し
、
又
地
下
と
い
ふ
卑

下
の
こ
と
ば
か
。
」
と
あ
る
。
「
ジ
ゲ
」
は
江
戸
期
に
は
筑
後
域
で
も
用
い
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
1
）

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
福
岡
・
大
分
以
外
の
九
州
諸
県
の
地
点
か
ら
は
、

 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホ
タ
ル

「
ジ
ゲ
」
は
聞
か
な
い
と
い
う
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
た
だ
、
長
崎
市
螢

ジ
ヤ
ヤ
 
（
1
2
）
 
 
 
 
1

茶
屋
に
は
「
ジ
ゲ
モ
ン
」
が
聞
か
れ
る
。
そ
れ
は
土
着
の
者
を
言
う
語
で
あ
る

が
 
（
広
く
集
落
内
の
居
住
者
を
言
う
こ
と
も
あ
る
）
、
一
方
、
そ
こ
で
作
ら

れ
た
家
具
と
、
そ
の
周
辺
で
と
れ
た
魚
と
を
も
ジ
ゲ
モ
ン
と
言
う
。
 
 
・

 
い
っ
た
い
に
九
州
で
は
、
 
「
ジ
ゲ
ノ
モ
ノ
（
ジ
ゲ
ノ
モ
ノ
）
」
よ
り
は
、
．
「

ジ
ノ
モ
ン
」
・
「
ジ
ン
ヒ
ト
」
な
ど
の
方
が
よ
り
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「

ジ
ゲ
ノ
モ
ン
」
を
言
う
地
点
で
も
、
 
「
ジ
ノ
モ
ン
」
の
方
が
よ
り
優
勢
で
あ

り
、
新
し
い
こ
と
ば
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
「
ト
コ
ロ
ン
モ
ン
（
筑

前
・
筑
後
域
な
ど
）
」
と
か
「
コ
ン
フ
レ
ン
モ
ン
 
（
壱
岐
な
ど
）
」
と
も
言

う
。
ま
た
集
落
の
た
め
の
労
働
奉
仕
は
、
筑
後
や
肥
後
な
ど
で
は
ク
ヤ
ク
（
公

役
）
と
言
う
。
村
の
共
有
山
林
は
ム
ラ
ソ
ー
モ
ツ
（
八
代
市
長
迫
）
ナ
カ
マ
ヤ

（
1
3
）

マ
（
大
分
県
南
海
部
郡
弥
生
町
）
で
あ
る
。

 
「
ジ
ゲ
（
ヂ
ゲ
）
」
が
九
州
に
は
分
布
し
に
く
か
っ
た
（
あ
る
い
は
早
く
消

え
た
）
事
情
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
に
分
布
し
て
い
な
い
ら
し
い
事
情
と
も
あ

わ
せ
て
考
え
て
み
た
い
が
、
今
は
ふ
れ
な
い
。

 
と
こ
ろ
で
、
今
日
こ
の
よ
う
な
存
立
状
況
を
見
せ
て
い
る
．
「
ジ
列
（
ヂ
列
）

」
は
、
文
献
に
「
地
下
」
と
記
さ
れ
て
い
る
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
管
見
に
入
る
文

献
に
、
「
地
下
」
の
意
義
用
法
を
た
ず
ね
て
み
た
い
。

注

（
1
）
～
（
8
）
と
（
1
2
）
の
地
点
に
つ
い
て
は
左
の
方
々
か
ら
ご
教
示
い

，
」
“
テ
」
、
 
7
」
o

ナ
ρ
ナ
し
ナ

（
1
）
江
端
義
夫
 
 
（
2
）
愛
宕
八
郎
康
隆
 
 
（
3
）
佐
藤
虎
男
 
 
（
4
）

沢
田
八
重
子
 
 
（
5
）
今
石
元
久
．
（
6
）
菅
田
文
枝
 
 
（
7
）
藤
原
与
一

（
8
）
松
田
正
義
 
 
（
1
2
）
愛
宕
八
郎
康
隆
 
 
（
9
）
現
在
報
告
を
受
け
て

い
る
の
は
次
の
四
地
点
で
あ
る
。

 
京
都
郡
延
永
村
 
ミ
ヤ
コ
グ
ン
ノ
ブ
ナ
ガ
ム
ラ
（
川
田
紀
子
）

 
北
九
州
市
小
倉
区
外
網
 
キ
タ
キ
ュ
ー
シ
ュ
ー
シ
コ
ク
ラ
ク
ク
サ
ミ
 
（

 
馬
場
嘉
代
子
）

 
北
九
州
市
若
松
区
竹
並
 
キ
タ
キ
ュ
ー
シ
ュ
ー
シ
ワ
カ
マ
ツ
ク
タ
ケ
ナ
ミ

 
（
田
辺
百
代
）

 
遠
賀
郡
岡
垣
町
三
吉
 
オ
ン
ガ
グ
ン
オ
カ
ガ
キ
マ
チ
ミ
ヨ
シ
 
（
田
辺
百

 
代
）（

1
0
）
筑
後
域
よ
り
報
告
を
受
け
た
の
は
次
の
二
地
点
で
あ
る
。

 
小
郡
市
八
坂
 
オ
ゴ
ー
リ
シ
ヤ
サ
カ
 
（
寺
崎
菜
穂
子
）

 
八
女
市
柳
島
 
ヤ
メ
シ
ヤ
ナ
ジ
マ
 
（
郷
田
敏
男
）
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1

（
1
1
）
地
点
名
と
そ
の
教
示
者
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

佐
賀
市
・
態
本
市
（
神
部
宏
泰
）
長
崎
県
壱
岐
（
篠
崎
真
理
子
）
態
本
県

八
代
市
（
長
尾
ゆ
か
り
）
鹿
児
島
県
（
上
村
孝
二
）
宮
崎
県
北
諸
県
郡
（

門
松
純
子
・
大
久
保
克
子
）
日
向
市
富
高
地
区
・
同
市
細
島
地
区
（
青
木

敏
子
）
大
分
県
速
見
郡
日
出
町
（
河
野
陸
代
）

（
1
3
）
 
『
分
類
食
物
習
俗
語
彙
』
 
（
柳
田
国
男
著
。
角
川
書
店
）

二
、
文
献
上
に
み
る
「
地
下
」
の
語
義
の
推
移

曳

 
平
安
期
の
「
地
下
」
は
、
清
涼
殿
の
殿
上
間
に
昇
殿
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い

朝
臣
を
言
う
語
で
あ
る
。
十
世
紀
半
ば
の
『
九
暦
」
 
（
藤
原
強
化
の
日
記
i

大
日
本
古
記
録
）
に
す
で
に
見
え
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
平
安
期
の
文
学
作
品

や
公
卿
の
日
記
に
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
か

ら
、
今
は
用
例
を
あ
げ
る
こ
と
を
省
略
す
る
。
鎌
倉
期
の
『
禁
秘
抄
考
註
」
に

く
わ
し
い
説
明
が
あ
り
、
ま
た
江
戸
期
の
『
嘉
永
年
中
行
事
考
証
』
に
は
寛
和

'
元
年
か
ら
文
安
七
年
の
聞
の
諸
出
典
を
あ
げ
て
い
る
。
江
戸
幕
府
の
身
分
制
度

に
お
い
て
も
、
・
公
家
を
堂
上
方
と
地
下
人
に
大
別
し
た
。

 
こ
の
よ
う
に
「
地
下
」
は
平
安
期
か
ら
幕
宋
ま
で
、
宮
廷
人
の
身
分
を
言
う

語
と
し
て
長
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
 
『
大
漢
和
辞
典
』
 
（
諸
橋
徹
次
著
）
に

は
中
国
古
典
の
出
典
を
記
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
和
製
漢
語
で
あ
ろ

う
。
そ
の
造
語
者
は
殿
上
人
i
少
く
と
も
殿
上
人
側
の
人
で
あ
ろ
う
。
 
「
殿

 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

上
」
に
対
し
て
「
地
下
」
と
お
い
た
発
想
に
そ
の
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

 
 
一
方
、
中
世
の
連
歌
の
世
界
で
、
「
堂
上
の
連
歌
」
・
「
地
下
の
連
歌
」
と

「
ジ
（
ヂ
）
ゲ
」
の
語
史
 
一
そ
の
語
義
の
推
移
に
つ
い
て
の
一
考
察
一

い
う
時
、
 
「
地
下
」
は
宮
廷
に
対
す
る
民
間
と
い
っ
た
意
味
あ
い
を
も
っ
て
い

る
。
こ
の
意
味
あ
い
の
「
地
下
」
は
、
連
歌
論
『
連
理
秘
抄
』
・
俳
論
『
去
来

抄
』
・
俳
文
『
風
俗
文
選
』
・
近
世
魔
想
集
『
ひ
と
り
ね
』
・
御
伽
草
子
『
三

人
法
師
』
、
そ
の
ほ
か
浄
瑠
璃
文
や
歌
舞
伎
脚
本
等
々
、
中
世
か
ら
近
世
に
か

國
け
て
の
文
学
論
や
作
品
に
数
多
く
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
著
者
が
「

地
下
」
と
い
う
語
に
与
え
て
い
る
待
遇
品
位
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
た
と
え
ば

 
『
僻
連
秘
抄
』
の
「
地
下
の
連
歌
の
一
向
も
の
知
ら
ぬ
は
俗
に
う
つ
し
て
汚
き

事
を
す
る
な
り
。
」
 
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
。
）
に
は
、
あ
き
ら
か

に
見
下
げ
る
気
持
が
あ
る
。
一
方
、
 
『
連
理
三
三
』
の
「
地
下
に
も
花
の
下
．

目
の
前
の
遊
客
上
手
お
ほ
く
き
こ
ゆ
。
」
に
は
見
下
げ
る
気
持
は
感
じ
ら
れ
な

い
。

 
近
世
の
著
述
に
お
い
て
も
、
 
『
ひ
と
り
ね
』
 
（
柳
沢
漠
園
）
の
「
手
な
ど
は

如
何
様
に
か
く
と
て
も
、
地
下
の
者
は
、
短
冊
に
古
き
歌
な
ど
か
く
こ
と
、

あ
る
ま
じ
き
様
に
お
ぼ
ゆ
る
な
り
。
」
に
は
、
地
下
の
者
即
卑
賎
の
者
と
す
る

意
識
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
『
去
来
抄
』
の
「
湖
春
は
地
下
の
歌
道
者
也
。
」
や

 
『
風
俗
文
選
』
の
「
萩
は
や
さ
し
き
花
也
。
…
…
た
と
え
ば
地
下
の
女
の
、
よ

く
歌
よ
む
と
き
き
っ
た
え
る
、
な
つ
か
し
さ
に
は
似
た
り
。
」
の
「
地
下
」
に

は
、
回
視
の
感
は
な
い
。
浄
瑠
璃
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
」
の
道
行
「
さ
う
し
て

下
々
は
、
皆
そ
な
た
の
よ
う
な
男
か
や
。
…
…
地
下
の
女
子
は
羨
ま
し
い
。
」

に
な
る
と
、
む
し
ろ
地
下
を
羨
望
す
る
語
気
さ
え
あ
る
。

 
朝
臣
の
身
分
を
言
う
語
と
し
て
造
ら
れ
た
和
製
漢
語
「
地
下
」
が
、
い
っ
か

 
「
民
間
」
あ
る
い
は
「
民
間
人
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

語
義
の
一
展
開
で
あ
る
。
し
か
も
卑
賎
の
者
と
見
下
げ
る
意
識
の
薄
ら
い
だ
用

法
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
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魯

2

註

引
用
文
の
底
本
を
こ
と
わ
っ
て
い
な
い
も
の
は
、

学
大
系
本
で
あ
る
。

す
べ
て
日
本
古
典
文

 
中
世
以
降
の
武
家
・
寺
社
の
文
書
に
は
、
上
述
の
「
地
下
」
と
は
か
な
り
意

義
の
へ
だ
た
っ
た
「
地
下
」
が
現
れ
る
。
吾
妻
鏡
養
和
元
年
三
月
十
三
日
の
条

に
は
、
「
浅
羽
庄
司
宗
信
。
相
良
三
郎
等
。
通
事
成
蔑
如
。
不
致
合
力
。
剰
義
定

 
ヘ
 
 
 
へ

居
地
下
三
時
。
件
両
人
乍
乗
馬
打
通
其
前
詑
。
是
己
存
野
心
也
。
」
 
（
『
新
訂
増

補
国
史
大
系
』
第
三
十
二
巻
）
と
あ
る
。
こ
の
「
地
下
」
は
武
士
の
在
地
を
言

う
語
で
あ
ろ
う
。
平
安
貴
族
が
そ
の
身
分
を
区
別
し
た
語
を
借
用
し
て
、
武
士

は
自
ら
の
生
活
の
中
で
新
し
い
意
味
を
与
え
た
と
理
解
さ
れ
る
。
下
っ
て
『
太

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

平
明
』
巻
十
七
に
「
船
軍
二
馴
タ
ル
国
々
ノ
兵
二
、
和
仁
・
堅
田
ノ
地
下
人
共

ヲ
差
添
テ
五
千
鯨
入
、
…
…
…
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
武
士
の
在
地
ー
ー
田

舎
t
の
農
民
で
あ
る
。

 
室
町
期
、
郷
村
制
の
整
っ
て
い
く
過
程
で
、
 
「
地
下
」
に
は
「
村
落
」
を
言

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

う
意
味
が
次
第
に
定
着
し
て
く
る
。
 
「
近
江
国
今
堀
地
下
掟
」
 
（
一
四
八
九
年

）
な
ど
と
い
う
「
地
下
」
は
明
ら
か
に
「
村
落
」
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
意
味
の
「
地
下
」
は
、
一
五
〇
〇
年
代
に
日
本
に
在
住
し
た
外
人
宣
教
師

の
手
に
な
る
諸
書
に
も
、
し
ば
し
ば
現
れ
て
い
る
。
『
天
草
版
伊
曽
保
物
語
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

に
は
「
ア
テ
ナ
ス
の
在
所
初
め
は
主
人
も
無
う
て
、
地
下
（
O
碍
¢
o
）
の
宿
老

の
評
定
を
以
っ
て
治
め
た
に
…
…
。
」
と
か
「
乗
り
馬
に
は
似
合
わ
ぬ
と
言
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

て
、
肥
料
な
ど
を
負
す
る
た
め
に
地
下
へ
遣
わ
い
た
。
」
な
ど
が
見
え
る
。
 
（

以
上
、
井
上
章
氏
著
『
天
草
版
伊
曽
保
物
語
』
風
聞
書
房
）
ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
そ

の
『
大
文
典
』
中
に
も
O
碍
鐸
。
×
這
 
（
地
下
衆
）
を
取
上
げ
て
い
る
が
、
日
葡

辞
書
で
ば
「
ヂ
ゲ
又
は
ヂ
ゲ
ニ
ン
。
又
は
ヂ
ゲ
シ
ュ
。
マ
チ
や
村
や
部
落
の
土

着
民
あ
る
い
は
住
人
」
と
説
明
し
て
い
る
。

 
一
方
、
日
本
人
の
手
に
な
る
文
学
作
晶
で
は
、
狂
言
記
の
「
右
近
左
近
」
・

「
鎌
腹
」
・
「
横
座
」
、
假
名
草
子
『
伊
曽
保
物
語
』
、
江
戸
初
期
の
笑
話
集

『
醒
忍
笑
』
、
あ
る
い
は
浄
瑠
璃
本
な
ど
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
に
か
け
て

の
、
庶
民
生
活
を
写
し
た
諸
作
品
中
に
、
「
地
下
～
」
は
頻
出
し
て
い
る
。
そ
れ

 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

ら
は
、
「
地
下
の
者
も
他
郷
の
衆
も
後
指
を
さ
い
て
お
笑
や
る
。
」
（
「
鎌
腹
」
）

 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

と
か
、
 
「
地
下
の
年
寄
な
れ
ば
か
れ
が
も
と
に
集
り
」
（
『
醒
睡
笑
」
巻
二
）
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
へ

か
、
ま
た
は
「
ば
ば
帰
り
て
此
よ
し
を
い
ひ
け
れ
ば
地
下
中
よ
り
あ
ひ
…
…
」

（
「
軽
口
御
前
男
」
）
の
よ
う
に
、
「
地
下
の
者
」
 
（
地
下
の
衆
と
も
）
・
「
地

下
の
年
寄
」
・
「
地
下
中
」
と
い
っ
た
用
例
が
ほ
と
ん
ど
で
、
「
地
下
」
は
村

落
共
同
体
を
言
う
語
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
新
居
白
石
の
『
折
た
く

柴
の
記
』
は
、
上
述
の
諸
作
品
と
は
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

に
は
「
地
下
配
分
金
七
万
両
」
 
（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
三
八
七
頁
）
な
ど
が

見
え
る
。
外
国
貿
易
に
よ
る
長
崎
会
所
の
収
益
の
中
か
ら
、
長
崎
市
民
に
分
配

さ
れ
る
金
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
「
村
落
」
と
い
う
よ
り
は
、

〃
幕
府
の
下
に
あ
る
地
方
自
治
体
”
と
い
っ
た
趣
が
あ
る
。

 
「
村
落
」
の
意
の
「
地
下
」
が
国
語
辞
書
に
見
え
る
の
は
、
 
『
節
用
集
』
あ

た
り
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
の
見
た
枳
園
本
で
は
、
言
語
の
部
に
、
「
地
下

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヂ
ゲ
ニ
ン

」
が
あ
が
っ
て
お
り
、
易
零
本
で
は
人
倫
の
部
に
「
地
下
人
」
が
あ
っ
た
。
両

書
と
も
に
語
義
は
説
明
し
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
「
村
落
」
を
言
い
、
 
「

土
着
人
」
を
言
う
語
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
も
終
り
近
い
頃
の

辞
書
で
は
、
 
『
浬
言
尊
覧
」
が
、
 
『
嵐
窓
筆
記
』
や
『
康
徳
記
』
中
の
記
述
を
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写
し
て
、
「
村
落
」
の
意
を
あ
げ
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
『
雅
言
最
戸
』
に

は
、
殿
上
人
に
対
す
る
地
下
人
の
意
の
文
例
を
あ
げ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
西
日

本
に
は
今
日
も
な
お
生
き
続
け
て
い
る
、
 
「
村
落
社
会
」
を
意
味
す
る
「
地
下

」
は
、
江
戸
後
期
に
す
で
に
狸
言
の
位
置
に
あ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
，
江

戸
末
期
に
来
日
ル
た
ヘ
ボ
ン
の
『
和
英
語
林
集
成
』
に
は
雛
Ω
自
に
廃
語
の
記

号
を
付
し
て
、
宮
廷
の
階
を
昇
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
「
地
下
人
」
の
語

義
だ
け
を
記
し
て
い
る
。
 
（
明
治
十
九
年
刊
の
下
版
に
よ
る
）

3 
申
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
一
方
に
は
宮
廷
（
人
）
に
対
す
る
民
間
（
人
）

を
言
う
「
地
下
」
が
、
い
わ
ば
文
学
語
と
し
て
存
在
し
、
一
方
に
は
村
落
社
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

を
言
う
「
地
下
」
が
、
社
会
生
活
上
の
用
語
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
語
義
の

き
わ
め
て
近
い
一
し
か
し
本
来
的
に
は
性
格
の
異
な
る
こ
の
二
語
は
、
混
乱

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
江
戸
後
期
の
『
倭
訓
栞
」
に
は
、
「
村
里
に
い
ふ
は
物
に
治
下
と
み
え
た
り
。
」

ど
あ
る
。
著
者
谷
川
士
清
の
目
に
ふ
れ
た
書
物
の
中
に
は
、
村
落
の
意
の
ヂ
ゲ

に
「
治
下
」
の
文
学
を
あ
て
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
為
政
者
の
立
場

に
立
て
ば
、
村
落
は
ま
さ
に
治
下
で
あ
っ
て
、
こ
の
文
字
を
あ
て
た
こ
と
も
い

か
に
も
と
う
な
ず
け
る
。
『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
た
ま
た
ま
中
国
に
は

 
チ
 
カ

「
治
下
」
と
い
う
語
が
あ
っ
て
、
「
士
民
の
、
そ
の
地
方
長
官
に
対
す
る
自
己
の

称
呼
」
（
「
称
謂
録
』
な
ど
）
で
あ
る
。
民
間
語
「
ヂ
ゲ
」
の
語
源
が
忘
れ
ら
れ

て
く
る
時
、
あ
る
い
は
「
地
下
」
に
二
義
の
あ
る
こ
と
が
い
ぶ
か
ら
れ
る
時
、

漢
籍
の
造
詣
も
あ
る
イ
ン
テ
リ
達
は
、
村
里
を
言
う
「
ヂ
ゲ
」
に
「
治
下
」
の

文
字
を
あ
て
て
考
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
明
治
以
降
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
多
く
の
辞
書
に
も
、
「
治
下
」
が
あ
が
っ
て

「
ジ
（
ヂ
）
ゲ
」
の
語
史
．
1
そ
の
語
義
の
推
移
に
つ
い
て
の
一
考
察
1

お
り
、
 
「
管
轄
下
に
あ
る
村
里
」
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
『
日
本
国
語
大

辞
典
』
に
も
、
 
「
地
下
」
に
つ
づ
け
て
「
治
下
」
を
あ
げ
て
、
方
言
「
ジ
ゲ
」

の
分
布
を
こ
の
項
で
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
辞
書
に
「
治
下
」
の
出
典

と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
狂
言
「
鎌
腹
」
 
（
『
新
潮
国
語
辞
典
』
）
・

『
天
草
本
伊
曽
保
物
語
』
 
（
広
辞
苑
）
・
『
日
本
振
袖
始
」
 
（
旺
文
社
古
語
辞

典
）
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
の
目
に
し
た
刊
行
本
で
は
、
こ
れ
ら
諸
作
晶

中
の
「
ヂ
ゲ
」
は
す
べ
て
「
地
下
」
で
あ
っ
た
。
方
言
「
ジ
（
ヂ
）
ゲ
」
は
や

は
り
中
世
武
家
社
会
語
「
地
下
」
の
変
遷
推
移
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

三
、
方
言
に
残
る
中
世
武
家
社
会
語

 
地
下
の
語
義
を
共
時
的
、
通
時
的
に
考
察
し
て
き
て
、
今
日
の
方
言
「
ジ
（

ヂ
）
ゲ
」
が
、
直
接
に
は
中
世
期
に
武
士
の
土
地
支
配
を
言
っ
た
「
地
下
」
よ

り
出
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
源
は
、
平
安
貴
族
の
身
分
に
つ
い
て
言
う
「

地
下
」
に
さ
か
の
ぼ
れ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
。
 
「
地
下
」
の
語

義
の
推
移
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
貴
族
の
身
分
制
度
の
確
立
↓
武
士
の
土
地
支

配
1
↓
郷
村
制
の
発
達
へ
乏
移
行
し
て
い
っ
た
社
会
事
情
に
も
と
つ
く
も
の
で

あ
ろ
う
。
か
っ
て
は
為
政
者
の
立
場
で
使
わ
れ
て
い
た
「
地
下
」
と
い
う
語

は
、
い
っ
か
村
落
社
会
に
生
き
る
村
人
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
生
活
の
表
現
に

な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
ば
と
な
っ
て
生
き
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
の

村
落
社
会
生
活
の
変
化
、
村
人
の
連
帯
感
の
衰
弱
は
、
い
ま
や
「
ジ
ゲ
」
と
い

う
語
を
衰
退
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
語
義
の
推
移
の
み
な
ら

ず
、
語
の
行
な
わ
れ
ざ
ま
の
盛
衰
に
ま
で
、
社
会
事
情
が
大
き
く
影
響
す
る
様

が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
語
義
の
推
移
や
語
の
盛
衰
に
か
か
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わ
る
も
の
は
ひ
と
つ
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
 
「
綺
麗
」
が
清
潔
を
あ
ら
わ
す

語
か
ら
美
麗
で
あ
る
こ
と
を
言
う
語
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
日
本

人
の
美
意
識
の
問
題
が
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
さ
ま
ぎ
ま
の
要
因
が
働
い
て
語
史

が
形
成
さ
れ
て
い
く
中
で
、
い
ま
は
ひ
と
つ
の
要
因
に
注
目
し
た
。

 
と
こ
ろ
で
、
今
日
用
い
ら
れ
て
い
る
諸
漢
語
中
に
、
中
世
以
来
の
仏
教
関
係

の
語
の
多
い
こ
と
は
、
す
で
に
先
学
の
ご
指
摘
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
（
佐

藤
喜
代
治
博
士
「
中
世
の
漢
語
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
1
一
国
語
学
第
八
十
四

集
一
そ
の
ほ
か
）
方
言
の
中
に
も
仏
教
関
係
の
語
は
多
い
が
、
そ
れ
ら
の

ほ
か
に
、
中
世
武
家
社
会
か
ら
出
た
と
思
え
る
漢
語
が
、
か
な
り
行
な
わ
れ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
i
）

い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
と
え
ば
「
イ
ッ
ヶ
 
（
一
家
一
↓
親
戚
）
」
・

 
 
 
 
（
2
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
3
）

「
バ
ッ
ケ
 
（
末
家
1
壷
分
家
）
」
・
「
イ
ッ
ト
ー
 
（
一
党
↓
血
統
・
同
族

 
 
 
 
 
 
 
（
4
）

）
」
・
「
シ
ョ
モ
（
所
務
一
↓
田
租
↓
穀
物
の
収
穫
量
）
」
・
「
コ
ー
ロ
ク

 
（
5
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
6
）

（
合
力
↓
無
賃
労
働
奉
仕
）
」
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
ヵ
セ
ー
（
加
勢
i
↓
手
伝
い
）
」
な
ど

を
、
二
・
三
の
例
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
武
家
文
書
や
合

戦
記
な
ど
に
見
え
る
語
で
あ
る
が
、
次
第
に
庶
民
社
会
に
浸
透
し
て
い
き
、
や

が
て
庶
民
に
よ
っ
て
、
そ
の
生
活
を
表
現
す
る
語
へ
と
語
義
を
転
ぜ
し
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

 
武
家
社
会
か
ら
出
た
こ
れ
ら
の
語
は
、
族
制
語
彙
、
あ
る
い
は
村
落
社
会
生

活
語
彙
の
分
野
に
多
く
残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
の
精
査
と
、
そ

の
事
情
の
考
究
と
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

 
「
地
下
」
，
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
こ
に
あ
げ
た
諸
語
は
、
長
い
歴
史
を
生
き

て
き
た
が
、
今
日
で
は
方
言
と
し
て
行
な
わ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

語
史
を
た
ど
っ
て
、
人
間
の
生
活
の
中
に
、
こ
と
ば
の
変
遷
推
移
す
る
一
原
理

を
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
方
言
と
し
て
の
生
き
ざ
ま
も
尊
重
さ
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
く
し
て
は
語
史
の
記
述
を
充
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
福
島
邦
道
氏
に
「
方
言
語
彙
研
究
に
対
す
る
語
史
の
一
寄
与
」
 
（
国
語
学

第
八
十
七
集
）
と
い
う
ご
論
文
が
あ
る
が
、
そ
の
一
方
に
は
、
 
〃
方
言
研
究
の

場
か
ら
の
語
史
研
究
へ
の
発
言
”
も
ま
た
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
ろ
「

う
。

  注
力T
 v

一
家
 
イ
ッ
ケ
・
イ
ッ
ケ
ン
・
エ
ッ
ケ
・
イ
ッ
ケ
ウ
チ
・
イ
ッ
ケ
ナ

 
「
親
戚
」
の
意
の
方
言
と
し
て
、
ほ
ぼ
全
国
的
に
分
布
し
て
い
る
状
況

が
、
 
『
社
会
構
造
と
言
語
の
関
係
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
』
ω
（
渡
辺

友
左
著
 
国
立
国
語
研
究
所
）
の
九
頁
に
図
示
さ
れ
て
い
る
。
文
献
上
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

は
、
今
昔
物
語
に
「
典
薬
頭
ノ
一
家
ノ
医
師
共
立
二
次
≧
ノ
医
師
共
。
下

部
二
至
マ
デ
…
…
。
」
（
巻
二
十
四
、
第
七
話
）
と
あ
り
、
巻
二
十
五
、

二
十
六
に
も
見
え
て
い
る
。
以
後
、
室
町
期
の
『
天
草
本
平
家
物
語
』
・

『
天
草
本
伊
曽
保
物
語
』
、
そ
の
ほ
か
近
世
の
庶
民
生
活
を
描
い
た
諸
作

品
に
し
ば
し
ば
出
て
い
る
。

（
2
）
末
家
 
バ
ッ
ケ

 
 
『
全
国
方
言
辞
典
』
は
、
 
「
秋
田
県
由
利
郡
・
福
島
県
相
馬
郡
で
分
家

の
意
で
あ
り
、
長
崎
県
五
島
で
別
家
の
意
で
あ
る
」
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
山
口
県
萩
市
協
調
で
も
「
分
家
」
の
意
で
あ
る
。
文
献
上
で
は
『
諸

例
集
六
』
に
「
本
家
末
家
春
方
儀
」
と
あ
る
。
 
（
『
漢
和
大
辞
典
』
に
よ

る
。
）

（
3
）
一
党
イ
ッ
ト
ー
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イ
ッ
ト
ー
に
つ
い
て
渡
辺
友
左
書
は
、
 
「
親
類
・
一
族
を
言
う
語
と
し

て
、
中
部
地
方
で
も
っ
と
も
強
い
勢
力
を
も
っ
て
い
る
ほ
か
、
近
畿
・

中
国
・
四
国
・
九
州
、
そ
れ
に
関
東
地
方
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
イ
ッ
ケ
」

に
次
い
で
強
い
勢
力
を
も
っ
て
い
る
。
」
（
『
社
会
構
造
と
言
語
の
関
係
に

つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
』
ω
一
五
頁
）
と
述
べ
ら
れ
、
 
「
一
統
」
の
文
字

を
考
え
て
お
ら
れ
る
。
 
（
同
書
八
八
頁
）
柳
田
先
生
は
『
族
姓
語
彙
』
 
（

昭
和
十
八
年
刊
 
日
本
法
理
研
究
会
）
で
ば
「
一
党
」
と
記
さ
れ
、
昭
和

二
十
年
の
「
先
祖
の
話
」
 
（
「
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
十
巻
）
で
は
、
 
「

一
統
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。
 
『
日
本
国
語
々
辞
典
』
も
、
 
「
一
統
」
の
項

に
、
同
族
・
血
族
を
言
う
方
言
の
分
布
地
点
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
 
「
一
統
」
と
す
る
考
え
方
が
優
勢
で
あ
る
が
、
筆
者
は
中
世
語
コ

党
」
を
そ
の
出
自
と
考
え
る
。
「
党
」
・
「
一
党
」
は
、
戦
記
物
な
ど
に

頻
出
す
る
。
た
と
え
ば
、
 
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
三
十
四
に
は
「
能
キ
馬
共

ヲ
支
度
シ
テ
、
宇
治
勢
多
ヲ
渡
シ
テ
高
名
ア
ル
ベ
シ
ト
ゾ
被
議
ケ
ル
、
斯

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ

リ
ケ
レ
バ
大
名
小
名
、
党
モ
高
家
モ
面
々
二
其
用
意
ア
リ
」
と
あ
る
。
「

一
党
」
に
つ
い
て
、
 
『
日
本
国
語
大
辞
典
」
に
は
、
 
「
中
世
に
お
い
て
の

武
士
の
集
団
。
特
に
血
縁
的
地
域
的
な
面
で
結
合
し
て
い
た
も
の
。
」
と

あ
る
。
こ
の
武
家
社
会
語
を
自
ら
の
生
活
の
中
に
受
入
れ
た
庶
民
が
、
親

戚
・
玄
孫
の
意
に
用
い
た
こ
と
は
ご
く
自
然
で
あ
る
。
文
献
上
の
「
一
統

」
は
、
 
「
統
一
」
・
「
全
体
」
・
「
お
し
な
べ
て
」
等
々
の
意
に
用
い
ら

れ
て
い
て
、
親
類
を
言
う
語
の
出
自
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か
ず
れ
て
い
る

・
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
4
）
所
務
 
シ
ョ
モ

 
 
『
全
国
方
言
辞
典
』
に
は
、
石
見
で
穀
物
の
収
穫
量
を
言
う
語
で
あ
る

「
ジ
（
ヂ
）
ゲ
」
の
語
史
，
1
そ
の
語
義
の
推
移
に
つ
い
て
の
一
考
察
i

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
萩
市
見
島
、
山
口
市
で
も
こ
れ
を
凹
い
ト

て
い
る
。
文
献
上
の
語
義
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
歴
史
大
辞
典
』

 
（
河
出
書
房
）
に
次
の
よ
う
に
出
て
い
る
。
「
元
来
所
職
に
と
も
な
う
義

務
を
さ
し
、
荘
園
に
お
け
る
荘
官
の
固
有
の
職
務
、
ま
た
は
そ
の
職
務
に

と
も
な
う
権
利
義
務
を
意
味
し
た
。
荘
園
体
制
の
弛
緩
に
と
も
な
っ
て
、

荘
官
の
職
務
が
そ
れ
に
付
随
す
る
得
分
権
を
主
た
る
内
容
と
す
る
に
至
っ

て
、
所
務
の
語
も
得
分
権
ま
た
は
支
配
権
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
得
分
権
の
具
体
的
内
容
は
主
と
し
て
貢
租
で
あ
る
た
め
、
つ
い
に

は
所
務
の
語
を
も
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
貢
租
そ
の
も
の
を
さ
す
よ
う
に
な
っ

た
。
」
と
。
自
ら
の
収
穫
し
た
穀
物
を
も
っ
て
そ
め
貢
租
に
あ
て
た
農
民

は
、
さ
ら
に
「
シ
ョ
ム
」
を
穀
物
の
収
穫
量
の
意
に
転
ぜ
し
め
た
の
で
あ

、
る
。
語
義
の
推
移
変
遷
す
る
一
つ
の
事
情
が
こ
こ
に
よ
く
示
さ
れ
て
い

る
。
耳
か
ら
入
っ
て
く
る
漢
語
は
、
語
形
を
変
ず
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

（
5
）
合
力
 
コ
ー
リ
ョ
ク
・
コ
！
ロ
ク
．
コ
ー
ラ
ク

 
無
賃
労
働
奉
仕
の
意
で
、
近
畿
・
中
国
・
四
国
．
九
州
（
大
分
）
に
分

布
し
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
 
 
'

 
文
献
上
で
は
、
 
「
将
門
記
』
・
『
中
右
記
」
・
『
義
経
記
』
等
々
に
見

え
て
い
て
、
こ
れ
も
武
家
社
会
に
よ
く
行
な
わ
れ
た
語
で
あ
る
こ
と
が
察

せ
ら
れ
る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
「
日
本
大
文
典
』
の
第
一
巻
に
も
「
身
は

和
人
（
フ
ィ
ニ
ン
）
で
あ
っ
て
、
貴
所
に
合
力
O
O
『
一
〇
〇
ロ
を
え
致
さ
な

'
ん
だ
。
」
 
（
土
井
忠
生
訳
注
 
三
省
堂
）
な
ど
が
あ
り
、
『
天
草
本
伊
二

三
物
語
』
に
も
見
え
て
い
る
。
ま
た
狂
言
記
な
ど
に
も
し
ば
し
ば
出
て
い

・
る
と
こ
ろ
が
ら
、
室
町
期
に
は
日
常
語
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
今
日

の
方
言
で
は
、
農
事
や
建
築
な
ど
の
場
合
に
限
っ
て
用
い
る
。

（ 145 ）



（
6
）
加
勢
 
カ
セ
イ
・
カ
セ
ー
・
カ
セ
・
カ
ッ
セ
・
カ
シ
ー

 
主
と
し
て
九
州
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
も
無
賃
労
働
奉
仕
で
あ
る
が

広
く
日
常
一
般
の
こ
と
の
手
伝
い
の
意
に
用
い
て
い
る
。
文
献
上
に
は

『
応
仁
記
』
・
「
相
州
兵
乱
記
』
な
ど
に
「
援
軍
」
の
意
で
見
え
て
お

り
、
ま
た
近
世
の
諸
作
品
に
、
「
手
助
け
」
「
助
太
刀
」
な
ど
の
意
で
出

て
い
る
。
 
「
漢
和
大
辞
典
』
に
中
国
の
出
典
を
記
し
て
な
い
と
こ
ろ
が

ら
、
こ
れ
も
和
製
漢
語
か
と
推
察
さ
れ
る
。

．

お
 
わ
 
り
 
に

■
北
九
州
の
工
業
地
帯
に
育
っ
た
私
に
は
、
農
村
生
活
の
経
験
が
な
い
。
ほ
そ

ぼ
そ
と
方
言
研
究
を
続
け
て
き
て
、
こ
の
ご
ろ
私
の
深
く
恐
れ
る
こ
と
は
、
 
「

ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

村
の
こ
こ
ろ
の
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
に
、
こ
の
道
を
歩
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
分
自
身
に
も
村
の
こ
こ
ろ
が
よ
く
わ
か
り
、
人
に

も
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
．
そ
の
よ
う
な
方
言
記
述
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
る

が
、
．
こ
の
小
論
も
そ
の
願
い
の
実
現
に
は
遠
い
も
の
に
終
っ
た
。
ま
た
、
こ
の

小
論
で
は
、
不
馴
れ
な
文
献
研
究
に
も
い
く
ら
か
入
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ

た
。
手
許
の
カ
ー
ド
の
一
枚
に
「
文
献
研
究
と
方
言
研
究
と
の
接
点
を
問
題
に

し
て
、
文
献
国
語
学
に
切
込
ん
で
み
る
こ
と
も
。
」
と
い
う
一
文
が
記
し
て
あ

る
。
昭
和
四
十
六
年
秋
に
、
藤
原
先
生
よ
り
お
励
ま
し
い
た
だ
い
た
お
こ
と
ば

で
あ
る
。
不
敏
怠
惰
の
ゆ
え
に
、
そ
の
お
励
ま
し
に
こ
た
え
る
に
は
る
か
に
遠

い
こ
と
を
恥
じ
つ
つ
も
、
深
く
感
謝
申
上
げ
る
。
 
（
一
九
七
四
・
九
・
二
〇
）

、

（ 146 ）


